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目的
（何のために）

多くの市民に、合唱活動を通して音楽を学び、発表する機会を提供するとともに、音楽
会を開催することにより、市民が芸術に触れる機会を提供し、本市の音楽振興に寄与
することを目的とする。

事業の必要性

事
　
業
　
概
　
要

対象
（誰・何を対象に）

事業内容
（手段・手法など）

対象
　１　参加者
　　・　合唱⇒公募による合唱団（約１５０人）
　　・　管弦楽⇒相模原市民交響楽団有志（約６０人）
　２　入場者（鑑賞者）
　　・　最大収容人数１，６５６人（グリーンホール相模大野大ホールオーケストラピット使用）

１　概要　合唱団を公募し、約５ヶ月程度練習を行い演奏会を行うもの。合唱団員の募
            集及び育成を担当する市合唱連盟と管弦楽を担当する市民交響楽団の有志
            が実行委員会を結成し演奏会の計画から実施までを行っている。
２　実施時期　練習期間⇒約５ヶ月（練習回数は、約２０回）
　　　　　　　　　演奏会⇒基本的に毎年１２月
３　負担金　参加者　一般６，０００円、学生３，０００円（平成２３年度）
　　　　　　　 入場料　指定席２，５００円、自由席２，０００円
＊練習期間、参加者負担金は、その年の選曲によって異なる。
４　市予算　補助金　事業費補助　４３７，０００円（平成２３年度）
　　　　　　　 補助内容　演奏会当日の会場使用料１／２、指揮者謝礼１／２、
　　　　　　　　　　　　　　 独唱者謝礼１／２、印刷費１／２　で予算の範囲内
　　　　　　　　練習の会場使用料　２２０，０００円（平成２３年度）

　市民合同演奏会は、昭和57年12月の「第九演奏会」を契機に、以降、毎年12月に、
一般公募による合唱団と相模原市民交響楽団により、「第九」や「メサイア」を始めとす
る合唱の入るオーケストラ曲を演奏し、常に１，０００人以上の観客を集めるなど市の
重要な音楽振興事業となっている。
　また、同演奏会は、合唱団員の募集から練習、育成を担当する市合唱連盟と管弦楽
を担当する市民交響楽団の有志が実行委員会を結成し、事業を主催しており、計画か
ら実施までを自主的に行っている。
　同演奏会は、市民による演奏会の草分け的事業でもあり、合唱及び管弦楽は市民
が担っており、事業を継続することで、本市の文化振興に寄与している事業である。
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事業の自己評価
（今後の事業の方

向性、課題等）

　市民合同演奏会は、幅広く市民に文化活動への参加及び文化芸術の鑑賞機会を提
供する事業として概ね目的を果たしていると考えられる。
　また、演奏会を開催するため、各実行委員がそれぞれの持てる能力を駆使し、自主
的に事業を運営している点は評価できる。
　今後は、演奏会入場者数を更に増やすため、事業の周知を図るとともにアンケート
結果等をもとに検証したい。
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単位当たりコスト１

活動実績１

活動実績２
市民合同演奏会練習回数
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１　現状の成果
　演奏会入場者数　Ｈ２２年度　1,196人、Ｈ２１年度　1,272人
　 会場グリーンホール相模大野大ホール（定員1,656人）
２　今後
　演奏会入場者数を更に増やして行きたい。

単位当たりコスト２ （総事業費/活動指標） 千円 33.8
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演奏会へ初めて入場した人の割合(アンケート結果） 32.8
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《評価の視点》

ある

演奏会入場者数 1,196 1,300

　市民自らが文化振興の場と機会を提供する役割を果たしている。今後は、より多くの
市民参加を促すことにより、いっそうの事業の自立化に向けた検討を行うこととする。

評　価
《評価区分の理由》

成果実績

成果指標名 単位 Ｈ22年度実績
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特記事項
（事業の沿革等）

経営評価委員会
による意見

○見直し
市民参加型の文化振興活動として評価できる。実質的には、参加者等の負担で事業
が実施されていることから、更なる工夫を行い、自立化を検討すべきである。

Ｈ24年度
予算への反映

ない

ない

効率性

ある ない必要性


